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1．はじめに   

病棟看護婦の1ヶ月のスケジュールを決定す  

る看護婦勤務表作成の問題は非常に時間を費や  

すことと満足するものの作成が難しいことで知  

られるが，これまでの我々の調査【1】のからも，  

このことは明かになっている．   

図1に実際の勤務表をコンピュータ用に簡略  

化したものの例を示す．衰の左に看護婦番号，  

真の上に日付，表の右には各看護婦の1ヶ月の  

各勤務の回数，衰の下には各日の各勤務シフト  

の看護婦数が示されている．そして，表中の記  

号は，Dが日勤，Eが準夜勤，Nが深夜勤，0  

がセミナー等その他の業務，＿が休日を表して  

いる．実際の勤務表においては，看護婦番号の  

かわりに看護婦名，そして勤務の記号はその病  

院独自の記号となっている．  

池上敦子 IKEGAMIAtsuko  
丹羽 明 ⅣIWA Akira  

大倉元宏  OHXURA Motohiro  

本研究では，現場でのアンケート調査の結果   

等からナース・スケジューリングのためのモデ   

ル構築をおこなってきた．そして，このモデル   

に基づいて実際の勤務表を作成してみた．作成   

した勤務表については，データ提供下さった勤   

務表作成担当者に数回にわたり評価してもらっ   

た．その結果，スケジューリングの際の条件は   

新人看護婦のスキルの向上にともなって2～3   

ヶ月毎に変化するものの，我々が提案するモデ   

ルの構造をしていることが明かになり，モデル   

の妥当性を示すことができた．このときの議論   

から，新たに明かになった問題が『夜勤の割り   

当て』の難しさである．看護婦人数が少ない下   

でのスキル的に問題のないメンバーの組合せは，   

その他のスケジュール等とのかねあいで，解が   

存在す．るか否かぎりぎりの解探索問題である．  
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図1．看護婦勤務表  

－292－   
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2．ナース・スケジューリング問題   

看護婦の人数，スケジュー プレ日数，勤務シフ  

トの数，スキルレベルやチーム構成等によるグ  

ループ化，毎日の各勤務シフトに必要な看護婦  

数と各グループからの人数の上限と下限，各看  

護婦の各勤務シフトに対する回数の上限と下限，  

それら以外の業務の日程，休日希望日，そして  

同じシフトでの勤務を避ける看護婦の組合せや，  

禁止される勤務パターン，が明かであるとき，  

これらの条件の下で各看護婦の負荷が平準化さ  

れるようなスケジュールを組みたい．   

以下に，問題の拘束条件を示す．  

（1）各看護婦の各日の勤務をただ1つ割当てる．  

（2）各日の各勤務シフトの必要人数を満たす．  

（3）ある勤務シフトにおいて，あるグループか   

らの人数が上下限の幅におさまる．  

（4）各看護婦の決定済み勤務を固定する．  

（5）各看護婦の各勤務シフトの回数が上下限の   

幅におさまる．  

（6）禁止パターンを割り当てない．   

提案するモデルでは，（1）～（6）をベースに以  

下の（7）～（9）を加えたバリエーションを考える．  

（7）各看護婦の，．土日等考慮すべき日における   

各勤務シフトの回数が上下限の幅におさまる．  

（8）ある日をある勤務にしたら，関連する日の   

勤務を決められた勤務にする．  

（9）ある勤務シフ十にある看護婦を割り当てた   

ら対応する看護婦もいっしょに割り当てる．   

目的関数は，勤務の公平さを考える．しかし，  

拘束条件の具体的項目すべてを満たすスケジュー  

ル作成が不可能である場合が実際の勤務表作成  

においても起きていることから，できる限り公  

平さを保てるような目標を設定し，その達成度  

を目的関数として表す工夫が必要である．  

3．夜勤割り当て問題   

ここで，ナース・スケジューリング問題の部  

分解の作成として『夜勤割り当て問題』を考え  

る．勤務表作成担当の婦長や主任からのききと  

りから「勤務表作成においての最大の困難は3  

交替制では深夜勤，2交替制では夜勤のメンバー  

の確保である」ということが明かになった．す  

でに決定している勤務や休日の希望を満たしな  

がらの深夜勤や夜勤のメンバーを確定さえでき  

れば勤務表作成の大部分は終わったようなもの  

という．今回のモデル検証のために作成した勤  

務表においても，実行不可能性として『許され  

ない3連続深夜勤』がどうしても削除できなかっ  

たことから，この間題の困難さがうかがえる．  

各看護婦について許される連続深夜勤数や前回  

の深夜勤との日数間隔を考慮に入れて各深夜勤  

に支障を起こさないメンバー構成を決定する問  

題は，それのみで十分意味のある問題であり，  

完全な勤務表を作成するナース・スケジューリ  

ングのアプローチとしても，この部分解の作成  

を独立させることは有効と思われる．   

この問題に与えられる条件は，  

（a）バランスのとれたメンバー構成，  

（b）夜勤数の均等化，  

（c）夜勤連続勤務日数の上下限を守る，  

（d）夜勤の間の日数の上下限を守る，  

（e）決定済みの勤務や休日との整合性，  

等である．   

具体的には，各看護婦についてすでに決定し  

ているセミナ等の予定や休日を考慮して，夜勤  

を割り当てられる日を割り出し；（a）～（d）の条  

件を満たすような解をみつける問題となる．  

4．おわりに   

一般的に人数不足の問題考抱えている現場で  

は，夜勤のメシバーの確保は非常に難しい問題  

になっている．セミナ等の通常勤務以外の予定  

や休日希望を満たしながら，現在のスタッフの  

人数で，実行可能解が存在するか否かの情報は，  

勤務表作成担当者を助けるものと考える．   

また，2交替制においては，夜勤が3交替制  

の準夜勤と深夜勤の合わさった2日分の勤務で  

ある．日勤と夜勤の勤務の単位が異なることか  

ら，2交替制において夜勤の問題を独立させる  

ことは，特に有効であると考える．   

この『夜勤割り当て問題』については，ビー  

クル・ルーティングやクルー・スケジューリン  

グのアプローチ方法，メタ戦略の適応が考えら  

れるが，解の存在を知るための方法としては，  

時間指定のあるど－クル・ルーティング問題用  

のアルゴリズム【2】 等を検討中である．  
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